










Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja

















障学会によって行われた疫学調査 (多治見スタディ ) に
よると40歳以上の5.0%であった 4)．緑内障の中で最も頻
度の高い病型は，原発開放隅角緑内障 (primary open 


































































































役受容体であるopsin (OPN) にはcone opsin (OPN1)，






















図 2．錐体杆体とmelanopsin (OPN4) を欠くマウスの眼圧日内
変動









に低く暗期に高い変動である ( )．(A) の矢印の時点で
の Opn4-/-;rd1/rd1 miceの眼圧日内変動 ( ) は明期に高
く暗期に低い日内変動を呈し，明暗ではなく活動のリズムに
一致していた．(文献 8より転載 ) 
図 3．ラットエンドセリン硝子体内投与モデルおけるラット専
用 OCTによる視神経乳頭周囲網膜厚の生体内定量的評価
 (A) ラット眼底の SLO画像．OCTスキャン部位を円で示す．
(B) エンドセリン (ET-1) 投与前の OCT像．上方 (Superior)
の部位で網膜神経線維層 (RNFL) の部位を白線で示す．(C) 
ET-1 (20pmol) 投与後 2週での OCT像．網膜内層 (RNFL～
IPL) の著明な菲薄化がみられた．(D) フルオロゴールドで網
膜神経節細胞を逆行染色した網膜進展標本 (対照眼 )．(E) 
ET-1 (20pmol) 硝子体内投与後 3週での網膜進展標本．特に網
膜血管に沿った部位に著明な網膜神経節細胞の喪失がみられ




















































































































































特殊な生体適合性生分解性薄膜 (ハニカムフィルム ) を
利用した新しい術式を考案した 14)．ハニカムフィルムの
組成はポリ乳酸 -カプロラクトン共重合体 (poly(L-lactide-















図 4．Laser Speckle Flowgraphyによるラット視神経乳頭部の
血流測定と緑内障点眼薬による血流変化の定量的評価
 (A) Laser Speckle Flowgraphy (LSFG) によるラット視神経乳頭
部の血流測定の実験風景．(B) ラット眼底写真 (左 ) と LSFG
測定画像 (右 ) の比較．血流量を反映する mean blur rate 
(MBR) のカラーコードマップにより視覚的に血流量を評価す
ることができる．網膜血管部分の血流量が高く表示されてい

















月時点でマイトマイシン Cのみの場合 (上段 ) では濾過胞結
膜は無血管化し (赤丸 )，結膜上皮細胞は大型・異形化してい
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図 7．パクリタキセル徐放ハニカムフィルムによる濾過胞瘢痕
化抑制効果
 (上段 ) ハニカムフィルムにパクリタキセル (PTX) を溶解し
た cast filmを貼り合わせて，図 6と同様のウサギ濾過手術モ
デル (マイトマイシン C非併用 ) に使用した．(下段 ) 術後
の眼圧変化．フィルムの PTX含有量が多い程，用量依存的
に術後眼圧が低くなり，濾過胞瘢痕化抑制効果が強いことが
示された．
